　日本遺伝学会木原賞および奨励賞候補者推薦のお願い

　下記の規程に添って2024年度木原賞および奨励賞候補者推薦をお願いします。
【推薦書作成要領】

　推薦書は遺伝学会ホームページからダウンロードください。いずれも用紙はA4判を使用して下さい。
（木原賞）推薦書、業績リストを別紙にて作成し（主要な論文5編に丸印を付ける。）うち主要な論文5編各3部と郵送して下さい。
また、候補者推薦書（Word）、業績リスト（Word）、論文(PDF)をメールの添付にて事務局にお送りください。
（奨励賞）1．推薦書、業績リストを別紙にて作成し、（主要な論文2編に丸印を付ける。）うち主要な論文2編各3部と郵送して下さい。
　　　　　2．自薦の場合も同様式に従って作成して下さい。
　　　　　　（2010年から年齢制限はなくなりました）また、候補者推薦書（Word）、業績リスト（Word）、論文(PDF)をメールの添付にて事務局にお送りください。
【提出期限】

　2024年5月29日（水）必着

　提出先：〒411−8540　三島市谷田1111国立遺伝学研究所内

　　　　　　　　　　　日本遺伝学会　Tel＆Fax　055-981-6736

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本遺伝学会会長　岩崎博史
電子ファイル送付先：Email: japgenet@nig.ac.jp
＊なお，木原賞および奨励賞の受賞者には当学会誌Genes & Genetic Systemsに英文総説の執筆と、その年に開催されます大会で受賞記念講演をお願いしております。

公益財団法人遺伝学普及会日本遺伝学会

学会賞および奨励賞に関する規定（抜粋）
第1条（目的）

遺伝学の進歩を促し、すぐれた研究業績を一般に知らせるために学会賞および奨励賞を設定する。

第2条（賞の種類）

1. 日本遺伝学会木原賞

遺伝学の分野ですぐれた業績をあげた者（原則として会員）に授与する。

2. 日本遺伝学会奨励賞

遺伝学の特定の分野ですぐれた研究を活発に行い、将来の成果が期待される会員に授与する。

第3条(賞の内容)

1. 日本遺伝学会木原賞

賞状、メダルおよび副賞としての賞金20万円からなる。

2. 日本遺伝学会奨励賞

賞状および副賞としての賞金5万円からなる。

尚、賞状の名義（発行者）は“日本遺伝学会会長名”とする。

第4条(賞の選考)

賞の存在が有益であるためには、公正適切な選考を行なうことが不可欠である。これを考慮して選考委員会の規程および選考方法を定めるものとする。

1.選考委員会

選考委員は、普通会員、シニア普通会員、シニア永年会員、学生会員を対象として評議委員会により選挙で選出された評議委員より3名、評議委員以外の会員より3名とし、これに会長を加えた7名が選考委員会を構成する。会長以外の選考委員は任期を2年とし、連続して2期（4年）をこえ選考委員としてとどまることはできない。選考委員の委員長は会長がつとめるものとする。選考委員は財団理事会の承認を得るものとする。

2.選考方法

会員から推薦された候補者について選考委員が慎重に審査を行い、受賞者を決定した上で評議委員会及び財団理事会の承認を得るものとする。日本遺伝学会木原賞受賞者については原則として各年1名とするが、適当な候補者がない場合は授賞は行なわないものとする。日本遺伝学会奨励賞については各年3名以内を選ぶものとする。
附則

昭和57 年11 月20 日 日本遺伝学会総会承認

昭和60 年10 月14 日 一部改正

昭和63 年 2 月 6 日 一部改正

1989 年10 月14 日 一部改正 日本遺伝学会総会承認

1992 年10 月23 日 一部改正

2005 年 4 月 4 日 一部改正＜選挙方法＞ および ＜補足＞

2009 年9 月17 日 一部改正 日本遺伝学会総会承認

2016 年5 月16 日 この規程は、公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律に定める公益法人の変更認定申請に基づいて、定款の変更が成された日から施行する。

2019 年9 月12 日 一部改正 ＜選考委員会＞
2021年11月2日　 一部改正（学会賞および奨励賞に関する規定）
2022年9月16日　 一部改正 第4条(賞の選考)

